
123456789
101112

January
February
March
April
May
June
July
August

September
October  
November
December  

平成26年

January
編集・発行◦土庄町企画課 ☎（0879）6 2−7 0 1 4・発行日◦2014年１月５日◦通巻 696 号

毎号とじて保存しましょう

土庄町　広報とのしょう　１月号　131224校了　担当・中井

～ 渕崎老人大学「渕崎小学校５年生とのふれあい教室 門松づくり」～
～ 四海地区 親子でしめ飾りづくり ～

あけまして おめでとうございます



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
本
町
で
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
」
で
は
、
ま

ち
の
玄
関
口
で
あ
る
土
庄
港
の
愛
称
を
「
オ
リ
ー
ブ
ポ
ー
ト
と
の
し
ょ
う
」

と
命
名
し
、
観
光
客
を
お
出
迎
え
す
る
体
制
を
整
え
、
の
べ
32
万
６
千
人

も
の
方
々
が
小
豆
島
と
豊
島
に
訪
れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
も
て

な
し
の
お
か
げ
も
あ
り
ま
し
て
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
と
芸
術
が
融
合
し

た
「
癒
し
と
和
み
」
の
あ
る
雰
囲
気
を
体
感
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
、
８
年
間
の
町
政
運
営
に
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
に
な

り
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
22
日
か
ら
新
町
長
が
町
政
を
担
う
わ
け
で
す
が
、
中
期
財
政
計
画

で
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
今
後
の
大
型
施
設
等
の
更
新
事
業
に
よ
り
、

町
財
政
は
厳
し
い
状
況
を
迎
え
ま
す
。
定
期
的
な
計
画
の
点
検
、
見
直
し

を
図
る
と
と
も
に
行
財
政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構
体
制
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
土
庄
中
央
病
院
に
関
し
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
病
院
職
員
に
不

安
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
私
の
想
い
を
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
た
だ

き
、
総
合
計
画
の
中
で
も
述
べ
て
お
り
ま
す
「
安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
胸
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
で
安
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
高

齢
化
社
会
を
考
え
ま
す
と
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
は
、
欠
か
せ
な

い
課
題
で
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な

り
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
「
う
ま
」
は
「
物
事
が
ウ
マ
く
い
く
」「
幸
運
が
駆
け
込
ん

で
く
る
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
縁
起
の
い
い
動
物
で
す
。
新
し
い
年
が
、
皆

さ
ま
に
と
っ
て
明
る
く
幸
せ
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
26
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
長
に
就
任
し
初
め
て
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
素

は
町
議
会
に
対
し
町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
し
た
漢
字
に
「
輪
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
２

０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
東
京
に
決
定
し
、
富
士
山
が
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
国
民
が
団
結
し
成
し
得
た
輪
の
広
が
り
、

安
倍
内
閣
の
経
済
政
策
を
期
待
し
、
国
民
が
輪
と
な
り
景
気
回
復
を
目
指

す
思
い
な
ど
、
日
本
に
活
気
が
見
え
始
め
た
と
と
も
に
、
竜
巻
や
土
石
流
、

洪
水
な
ど
自
然
災
害
の
甚
大
な
被
害
に
対
し
て
は
国
境
を
越
え
た
支
援
や

助
け
合
い
の
輪
が
広
が
り
、
人
々
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
年

で
あ
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
復
興
の
た
め
に
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
交
渉
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
輪
に
ど
う
入
る
か
、

未
来
に
向
け
た
課
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
町
に
お
き
ま
し
て
は
２
回
目
と
な
り
ま
す
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
の
開
催
に
よ
り
前
回
の
２
倍
近
い
来
場
者
を
お
迎
え
し
、
一
時

的
な
経
済
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
景
気
回
復
の
実
感
は
得
ら
れ
て
お
ら

ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
、
中
期
財
政

計
画
に
そ
っ
た
事
業
の
選
択
と
集
中
、
自
主
財
源
の
確
保
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
新
小
学
校
の
建
設
が
始
ま
り
、
肥
土
山
浄
水
場
の
更
新
、

土
庄
中
央
病
院
の
維
持
継
続
、
病
院
の
統
合
再
編
、
消
防
庁
舎
の
建
替
え
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
な
ど
重
要
施
策
の
取
り
組
み
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
議
員
は
責
務
の
再
認
識
と
意
識

改
革
を
お
こ
な
い
、
町
民
に
と
っ
て
誇
れ
る
町
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
ふ
れ

る
町
の
発
展
に
向
け
、
行
政
と
議
会
が
一
丸
と
な
り
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ど
う
か
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
も
十
分
に
留

意
さ
れ
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
町
議
会
を
代
表
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

町

　長

　岡
田
好
平

議

　会
議

　員

　福
本
耕
太

議

　員

　濵
中
幸
三

議

　員

　山
田
建
之

議

　員

　山
崎
勝
義

議

　員

　佐
々
木
邦
久

議

　員

　泊

　滿
夫

議

　員

　山
本
良
煕

議

　員

　上
川
正
衞

議

　員

　井
上
正
清

議

　員

　太
田
和
博

議

　員

　藤
本
誠
助

議

　員

　川
口
幸
路

議

　員

　川
本
貴
也

（
議
席
順
）

土
庄
町
長

　岡

　田

　好

　平

土
庄
町
議
会
議
長

　川

　本

　貴

　也

地
域
医
療
を
守
る
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　土庄中央病院では、島民の命を守るため、昼夜を問わず医療を続けております。
　地域医療は、現場の医療関係者らの努力に支えられており、住民の皆さまと行政が守っていくこと
が大切です。そのためには、いわゆるコンビニ受診をなくし、時間内診療を推し進めるなど、医師の
負担を軽減する努力が必要です。ルールや受診マナーを守り、出来る限り時間内の受診を心がけまし
ょう。

診療時間内に受診しましょう。
　時間外の来院患者年間5,400人の約９割が入院を要しない「軽症患者」と
なっており、医師の負担の大きな原因となっております。これでは、本当に
治療が必要な救急患者を受け入れられない状態にもなりかねません。

◆こどもの救急ホームページ
　夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するかどうか、判断の目安を提供しています。

ホームページ／http://kodomo-qq.jp/
対象年齢／生後１か月～６歳

◆医療Netさぬき
　病院や診療所で受診するにあたって、役立つ情報を提供しているほか、休日当番医や薬局の
状況や連絡先が確認できます。

ホームページ／http://www.qq.pref.kagawa.jp/
モバイル版／http://www.qq.pref.kagawa.jp/mb/

◆小児救急電話相談
　小さなお子さんをお持ちの保護者の方が、休日・夜間の急な子どもの病気にどう対処したら
よいのかなど判断に迷った時に、小児科医師・看護師への電話による相談ができるものです。
　全国同一の短縮番号＃8000をプッシュすることにより、お住まいの都道府県の相談窓口に自
動転送され、小児科医師・看護師からお子さんの症状に応じた適切な対処の仕方や受診する病
院などのアドバイスを受けられます。
　※あくまで電話によるアドバイスであり、診断・治療はできません。

電話番号／局番なしの♯8000　または　☎087−823−1588
相談時間／ 19：00～翌日8：00

救急電話相談や救急ホームページを積極的に活用しましょう。
◆一般向け救急電話相談
　急な病気などについて、家庭での応急措置や救急搬送の要否などに看護師
が相談に応じ、必要に応じて常時待機している医師がサポートいたします。
　※あくまで電話によるアドバイスであり、診断・治療はできません。

電話番号／☎087−812−1055
相談時間／19：00～翌日8：00

地域医療を守るためにご協力ください地域医療を守るためにご協力ください

ルールや受診マナーを守りましょう。
　タクシー代わりに救急車を呼んだり、医療関係者への理不尽な要求や暴言、
他の患者への迷惑行為はしないでください。

受診する際のお願い
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分担金および負担金
繰　越　金
財 産 収 入
寄　附　金

1億3，745万円（1．9％）
7，221万円（1．0％）
4，592万円（0．6％）
405万円（0．1％）

地方消費税交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
地方特例交付金
株式譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

1億4，880万円（2．1％）
6，148万円（0．9％）
1，931万円（0．3％）
563万円（0．1％）
395万円（0．0％）
337万円（0．0％）
82万円（0．0％）
177万円（0．0％）

◦自力的財源　…………　町が自主的に収入できる財源
◦他力的財源　…………　国・県から交付されたり、割り当てられたりした財源
◦繰　 入　 金　…………　他の会計や基金から繰り入れられたお金
◦繰　 越　 金　…………　前年度から今年度に持ち越したお金
◦国・県支出金　…………　国や県が認めた特定の事業に対し、交付されたお金
◦町　　　　債　…………　町が、ある事業をするための財源を調達する目的で借り入れたお金
◦地方交付税　…………　国が徴収した税金のうち、地方公共団体間の財源の均衡化と標準的行政水準を維持するための財源を保
　　　　　　　　　　　　障する目的で、財源不足の団体のみに交付されるお金
◦地方譲与税　…………　国税として徴収し、地方公共団体に一律に配分されるお金
◦分担金および負担金　…　事業に必要な経費を、その受益者から徴収したお金（保育料など）
◦使用料および手数料　…　使用料は公の施設を使用した場合に徴収したお金
　　　　　　　　　　　　手数料は、提供したサービスの費用（住民票の交付手数料など）

　平成24年度一般会計決算の歳入総額は、対前年度比2．4％減の71億1，591万円、
歳出総額は、4．7%減の65億6，729万円となり、歳入歳出差引額（形式収支）は５億
4，862万円の黒字となりました。

　平成24年度一般会計および特別会計の決算が12月議会定例会において、認定されました。
　皆さまに納めていただいた大切な税金がどのように使われたのか、その概要をお知らせ
します。

土庄町土庄町土庄町 家計簿家計簿家計簿ののの

町　　税
15億4，926万円
（21．8％）

地方交付税
28億7，721万円
（40．5％）

県支出金
5億5，330万円
（7．8％）

国庫支出金
3億9，252万円
（5．5％）

町　　債
8億7，930万円
（12．4％）

繰　入　金　2，500万円（0．3％）

諸収入
1億331万円（1．5％）

使用料および手数料
2億3，125万円（3．2％）

一般会計
歳入内訳
　71億

1，591万円

自　 力
　　 的
　　　 財
　　　　源
　　　　30.4
　　　　　％

69.6％

他

　
　
　
　
　
　
　
　
　源

　力

　
　
　
　財

　
　
　
　　的

用 語 解 説

※町税収入の内訳
　固定資産税
　　町民税
　　　たばこ税
　　　　軽自動車税
　　　　　入 湯 税

7億 97万円
6億5，933万円
1億1，515万円
4，464万円
2，917万円
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民生費　110，404円

公債費　53，189円

消防費　22，644円 農林水産業費
17，154円

◦民　生　費　…　障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉などの事業に要するお金
◦総　務　費　…　人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計など、他部門に分類さ
　　　　　　　れない事業に要するお金
◦教　育　費　…　学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事業に要するお金
◦公　債　費　…　町債（町の借金）を返済する元利償還金（元金と利子）
◦衛　生　費　…　健康増進、疾病予防、環境保全、清掃などの事業に要するお金
◦土　木　費　…　道路、港湾、河川などの事業に要するお金
◦農林水産業費　…　農林水産業の振興などの事業に要するお金
◦消　防　費　…　火災、救急、風水害、地震などの事業に要するお金
◦議　会　費　…　議会の活動に要するお金
◦商　工　費　…　商工業振興、観光振興などの事業に要するお金
◦労　働　費　…　労働者福祉の事業に要するお金

用 語 解 説

各会計決算額
（単位：千円）

平成24年度平成24年度 決算報告決算報告

一般会計
歳出内訳
（目的別）

　65億
6，729万円

民 生 費
16億9，327万円
（25．8％）

教 育 費
8億5，008
　　　万円
（12．9％）

　公 債 費
　8億1，576
　　　万円

（12．4％）

衛 生 費
　7億6，505万円
　（11．7％） 総 務 費

　9億9，790万円
　（15．2％）

土 木 費
　4億7，415万円
　（7．2％）

農林水産業費
2億6，309万円（4．0％）

消 防 費
3億4，729万円
（5．3％）

議 会 費
1億558万円
（1．6％）

商 工 費
1億2，991万円（2．0％）

災害復旧費
5，725万円（0．9％）

労 働 費
6，796万円（1．0％）

人 件 費
12億4，878万円
　　（19．0％）

補助費等
10億6，909万円
（16．3％）

物 件 費
9億6，751万円
（14．7％）

普通建設事業
9億2，074万円
　　（14．0％）

　 公 債 費
8億1，577万円
　　（12．4％）

繰 出 金
6億9，717万円
　　（10．6％）

扶 助 費
6億3，844万円（9．7％）

維持補修費
6，276万円（1．0％）

災害復旧費　5，725万円（0．9％）

一般会計
歳出内訳
（性質別）

　65億
6，729万円

町民１人に使われたお金
（人口　平成25年3月31日現在　15，337人）

総務費　65，065円

土木費　30，916円衛生費　49，882円

総支出額
（1人当たり）

　　　428，199円

会　計　名 歳　　入 歳　　出

一　般　会　計

簡易水道事業

国民健康保険事業

宅地造成事業

大鐸財産区事業

農業集落排水事業

介護保険事業

福祉サービス事業

後期高齢者医療事業

小　　計

水 道 事 業

病 院 事 業

小　　計

合　　　計

特

　
　別

　
　会

　
　計

7，115，909

28，194

2，144，617

31，922

15，734

11，832

22，656

1，557，526

127，153

226，400

4，166，034

458，767

1，673，212

2，131，979

13，413，922

6，567，289

24，697

1，986，892

135，929

94，748

11，112

22，656

1，531，042

127，153

226，400

4，160，629

338，971

1，855，371

2，194，342

12，922，260

企
業
会
計

港湾整備事業

議会費　 6，884円

労働費　 4，431円

災害復旧費
3，733円

教育費　55，427円

商工費　 8，470円

貸 付 金
5，749万円（0．9％）

積 立 金
3，229万円（0．5％）
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　任期満了に伴う土庄町選挙が執行され三枝邦彦氏
　（55歳）が初当選されました。
　なお、任期は平成26年１月22日から平成30年１月
21日までの４年間です。

土庄町長選挙
三 枝 　 彦　氏が初当選

　

「
瀬
戸
・
高
松
広
域
定
住
自
立
圏
」
は
高
松
市
を
中
心
市
と
し
て
、
さ
ぬ
き
市
・
東
か
が
わ
市
・
土

庄
町
・
小
豆
島
町
・
三
木
町
・
直
島
町
・
綾
川
町
の
３
市
５
町
で
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
に
お
い
て
、
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
を
集
約
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

連
携
市
町
に
お
い
て
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
農
林
水
産
業
の
振
興
や
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

等
を
図
る
な
ど
、
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
様
々
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

　「
瀬
戸
・
高
松
広
域
定
住
自
立
圏
」

　
　
　～
島
・
街
・
里
が
織
り
な
す

　

　
　
　
　
　
　
　
　重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た

　

創
造
性
豊
か
な
中
核
・
生
活
交
流
圏
域
～
を
目
指
し
て

　平成26年度の土庄町入札参加資格申請書の追
加受付を次のとおり実施します。
◇業務区分／建設工事
　　　　　　測量・建設コンサルタント業務
◇申込期間／２月４日㈫～２月10日㈪
　　　　　　10時～12時、13時～15時
◇提出場所／町役場２階 第１会議室
◇提出方法／持参のみ受付
◇様　　式／土庄町ホームページからダウンロ
　　　　　　ードできます。
　　　　　　http://www.town.tonosho.kagawa.
　　　　　　jp/tns/infolst.php?s=40
　※必要書類や申請書類の様式を一部変更して
　　いますので、申請要領を確認の上、提出し
　　てください。
◇問い合わせ先／町役場総務課　☎62−7000

土庄町入札参加資格審査申請書
追加受付について

①
救
急
艇
の
活
用

　
　

救
急
艇
「
せ
と
の
あ
か
り
」

　

を
活
用
し
、
島
し
ょ
部
の
救
急

　

患
者
等
の
搬
送
を
し
て
い
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
交
流
の
促
進

　
　

中
心
市
お
よ
び
連
携
市
町
の

　

祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

　

お
い
て
、
周
知
宣
伝
活
動
を
行

　

う
と
と
も
に
、
相
互
交
流
に
取

　

り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
文
化
芸
術
鑑
賞
等
の
機
会
の
提
供

　
　

連
携
市
町
と
共
同
し
て
文
化

　

芸
術
事
業
を
主
催
し
、
圏
域
内

　

の
児
童
や
生
徒
な
ど
を
招
待
し

　

た
り
、
高
松
市
美
術
館
に
お
い

　

て
圏
域
内
の
児
童
を
対
象
と
し

　

た
美
術
館
学
習
を
実
施
し
て
い

　

ま
す
。

主
な
取
組

①
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３

　

お
も
て
な
し
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
に

　

合
わ
せ
て
、
３
，０
０
０
人
を
超

　

え
る
圏
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

　

て
、
海
岸
清
掃
活
動
を
実
施
し

　

ま
し
た
。

②
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
リ
サ

　

イ
ク
ル
事
業

　
　

10
月
１
日
か
ら
使
用
済
小
型

　

家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

　

連
携
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

　

組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
の

新
た
な
取
組
状
況

問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場
企
画
課

☎
６
２
︱
７
０
１
４

使用済小型家電回収ボックス 「サク・セブル」（片山邸） 救急艇「せとのあかり」
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あなたの一番身近な相談員

　平成25年12月１日から、各地区から推薦された皆さんが、厚生労働大臣の委嘱を受け、民生委員・児
童委員として活動を行います。任期は平成28年11月30日までの３年間です。
　各委員は、地域の方々の身近な相談員であり、必要に応じて福祉サービスと住民を結びつける役割を
担っています。福祉に関する悩みごとや心配ごとがある人は、お気軽にご相談ください。
　連絡先など詳しくは、町役場福祉課までお問い合わせください。

　香川県障害福祉相談所による身体障害
者巡回相談が次のとおり行われます。
　この相談は予約制となっておりますの
で、相談を希望される方は事前にお申し
込みください。
と　　き／１月28日㈫
　　　　　　　　　14時30分～15時30分
と こ ろ／イマージュセンター

　　　　　（小豆島町池田2124番地）
対 象 者／身体障害者手帳をお持ちの方
　　　　　または難病患者等
内　　容／補装具の交付・
　　　　　　　　　　修理に関すること
　　　　　肢体不自由（整形外科）
　　　　　聴覚音声言語（耳鼻咽喉科）
相 談 料／無料
申込期限／１月20日㈪
申込・問い合わせ先／
　　　　　町役場福祉課
　　　　　　☎62−7002

民生委員・児童委員・主任児童委員を紹介します

身体障害者巡回相談のご案内 平成25年度
「日常生活圏域ニーズ調査」のお知らせ

　平成27年度からの介護保険事業の円滑な実施を図るため、
第６期土庄町介護保険事業計画を策定します。
　これに先立ち、高齢者の日常生活状況や健康状態、社会
参加の状況を把握し、介護保険やその他の高齢者福祉サー
ビスの参考にするための「日常生活圏域ニーズ調査」を実
施します。
　調査対象の方には調査票を郵送しますので、調査の趣旨
をご理解いただき、ご協力をお願いします。
　対象者
　町内に在住の65歳以上の方（平成26年３月31日時点）
のうち、約1，000人が対象となります。
　個人情報の取扱い
　この調査において収集した個人情報は、土庄町個人情報
保護条例に基づき適正に取り扱います。また、回収した調
査票は厳重に保管し、目的外に使用することはありません。
　問い合わせ先
　町役場福祉課　☎62−7002

中森　喜博
震　　嘉　香
松本きよ子 

町内全域
町内全域
町内全域

　　【問い合わせ先】
　　　町役場福祉課　☎62−7002

主任児童委員の皆さん

地区 氏　名 担当地区

土庄

香西　克悦

余島　邦昭

山田　靖士

岡上　勝通

松下　龍雄

三木　義雄
渚　　恭　一
山脇紀久子
塚本　敏広
濱口　幹雄
山　本　　勝
森　　　潤
石川　優子
木村　康一

東港、廻り池、
保土喜崎、新橋
東之町、寺東、
土山、王子前
本町１丁目、新町、
親交、日進

天神、昭和、西中

西本町、永代橋、
本町２丁目
吉ヶ浦
鹿島東
鹿島西
柳
千軒
小瀬
大木戸
大木戸
港新町

地区 氏　名 担当地区

淵崎

大鐸

北浦

中　村　　弘 
福岡　敏郎 
島本惠美子 
太田留理子 
中塚　初美 
東口里惠子 
高橋ふみ子 
吉　岡　　巌 
八木田雅人 
外山由美子 
川下みつえ
森井　弘美 
中桐　武彦 
三木　禧子
福原　昌文 
葛西壽美子 
三宅奈津江 
木下　艶美

大谷 
渕崎西 
渕崎西上 
渕崎東 
赤穂屋 
赤穂屋、要鉄 
森田 
赤穂屋、小入部 
平木 
北山 
上庄 
笠滝、小馬越 
肥土山 
黒岩、石原 
馬越 
屋形崎 
見目 
小海

地区 氏　名 担当地区

四海

大部

豊島

木下　孝司 
一田　初美 
森　川　　卓 
髙　橋　　弥
橋本　勝成 
木下賢太郎 
小濵　孝行 
英　　利　史 
坂口　則雄 
久山　義隆 
三宅　忠治 
寺本　康子 
木村　義弘 
田中　豊明 
西口　清次 
向谷　由美 

伊喜末 
小江 
長浜 
滝宮、目島 
琴塚 
田井 
上野 
向町 
小部 
灘山 
家浦浜 
家浦岡 
家浦硯 
唐櫃浜 
唐櫃岡 
甲生

民生委員・児童委員の皆さん
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　11月23日に土庄小学習発表会があり、人権劇を
発表しました。６年生は、しろやま学習で人権に
ついて学習しています。人権学習の中で銀閣寺の
庭園をつくった又四郎について学習をしました。
自分たちが又四郎の立場に立って考えることで、
差別は何があってもしてはいけない、許せないと
いう思いが強くなりました。しかし、学習を進め
ていく中で、友だちの悪口を思い込みで言ってし
まったり、つい周りと合わせてしまったりする自
分の心の弱さが差別を生み出す種だということに
気がつきました。６年生はみんなで話し合い、自
分の心を見つめ直し、自分自身の弱い心とたたか
おうと決めました。劇を通して、友だちの一部だ
けを見て判断するのではなく、いいところをたく
さん見つけていくことが大切だということを見て
いる人に伝えることができたと思います。
　現在まで、差別は何百年も続いてきています。
だからこそ、未来の社会をつくる私たちが人権に
ついてしっかりと学習し、差別を止めなくてはな
らないと思っています。今の私たちにできること
は、近くで悲しい思いをしている友だちに気づく
こと、声をかけ元気づ
けることです。卒業ま
で一人も悲しむ人がい
ないように自分たちの
クラスから変えていき
たいと思います。
　　　　　土庄町立土庄小学校　総務委員会
　　　　　　　　６年　奥　大地　　三宅希羽
　　　　　　　　　　　岡野真依　　中橋春香

vol.29マイスクール通信マイスクール通信
土庄小学校

「今、私たちにできること」
～学習発表会を通して～

　平成26年４月末の口座振替分から、割引がより大
きな２年前納がご利用いただけるようになります。
《２年前納（口座振替）のメリット》
　①２年間で１万４千円程度の割引となります。
　　（割引額は平成25年度の保険料による推計です）
　②２年前納分の全額がその年の社会保険料控除
　　の対象となります。
　③口座振替をご利用することにより、納め忘れ
　　を防ぐことができます。
　※２年前納は口座振替のみご利用が可能です。
　※申込期限は毎年２月末までです。
　【問い合わせ先】
　　　高松東年金事務所　☎087−861−3867

国民年金保険料の納付方法として
「２年前納（口座振替）」が始まります

　平成26年４月から国民年金基金の掛金額が上がる予定です。
　今回、掛金額が変更されるのは、平成26年４月以降に新規加入・増口される場合の掛金額ですので、
平成26年３月末日までに新規加入・増口されることをお勧めします。なお、すでに加入されている年金
プランの掛金額については変更されませんので、ご安心ください。
　加入できる方は、国民年金の保険料を納めている60歳未満の方または60歳から65歳までの国民年金を
任意加入されている方のみです。詳しくは、香川県国民年
金基金までお問い合わせください。
　また、次の日程で国民年金基金相談会を実施しますので、
お気軽におこしください。

　【問い合わせ先】香川県国民年金基金　☎0120−65−4192

　社会保険労務士が年金請求の手続き、諸変更届
の受付、一般年金相談（老齢・遺族・障害）、年金
加入期間の確認などのご相談に応じます。
▷と　　き／１月24日㈮　11時～16時
▷と こ ろ／豊島公民館 図書室
▷相 談 員／社会保険労務士　２名
▷相談形式／年金事務所と同じ窓口装置による対
　　　　　　面相談
▷相談内容／年金裁定請求書、諸変更届の受付、
　　　　　　一般年金相談（老齢・遺族・障害）、
　　　　　　年金加入期間の確認など
▷持 参 物／年金手帳・年金証書・振込通知書な
　　　　　　ど相談者本人であることを確認でき
　　　　　　るもの
　※代理の方が来られる際は、委任状および依頼
　　を受けたご本人であることが確認できる書類
　　が必要です。

豊島地区出張年金相談のご案内

平成26年4月から国民年金基金の掛金額が変更されます�

国民年金基金相談会のご案内
と　き／２月４日㈫　10時～16時
ところ／町役場町民相談室
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１２月の

１１月の

１０月の

９月の

８月の

７月の

６月の

１月の

２月の

３月の

４月の

５月の

▶保健センター

　健康診断などで「太り気味」「中性脂肪や血糖値が
高め」「血圧が高め」と言われていませんか。
　忙しい生活を送る中で、脂肪の過剰摂取や野菜の摂
取不足、毎日の食事を簡単に済ませるなど、栄養の偏
りが見られるようになり、生活習慣病になりやすい人
が増えてきています。
　食習慣について皆さんで話し合ってみませんか。ご
夫婦・お友達でのご参加をお待ちしています。
▷と　き／１月27日㈪、２月25日㈫、３月14日㈮
　　　　　各回とも９時30分～13時
　　　　※都合のよい日のみの参加も可能です。
▷場　所／やすらぎプラザ３階　調理室
▷内　容／講話、調理実習、血圧・体脂肪測定
▷対象者／40歳～74歳の方
▷定　員／20名程度（先着順）
　　　　※ただし、申込み多数の場合は今年度に特定
　　　　　健診を受けられた方を優先します。
▷料　金／３００円（材料費）
▷準備物／エプロン、三角巾、タオル、
　　　　　健康手帳（お持ちの方）
▷申込方法／各回１週間前までに保健センターまでお
　　　　　　申し込みください。
▷申込・問い合わせ先／
　　　　　　保健センター　☎62−1234

　昨年の２月頃に返信していただいた「基本チェッ
クリスト」の結果、運動機能の低下がみられた方に、
　『元気アップ教室（運動教室）』のご案内をしました。
　まだ、すべての教室は終了していませんが、参加
していただいた46名の方の結果をお知らせします。
≪元気アップ（体力が向上）した人の割合≫
　①握　　　力（上肢の筋力）……………　16．6％
　②長座体前屈（柔軟性）…………………　63．8％
　③ファンクショナルリーチ（バランス能力）…　61．1％
　④片足立ち（バランス能力）……………　72．2％
　⑤５ｍ歩行最大歩行（移動能力）………　63．8％

　今年度最後のがん検診は２月16日㈰です。
　まだ受けていない方は受診しましょう。

がん検診のご案内
～今年度最後のがん検診は2月16日㈰～

やすらぎプラザ　ガイド
やすらぎプラザ　☎ 62−1234

※希望される方は、１週間前までに保健センターまで
　お申し込みください。
※生活保護受給者は無料です。
※大腸がん・乳がん・子宮がん検診の無料クーポン券
　対象者は無料です。
　　　　　　　　　【申込・問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　保健センター　☎62−1234

みなさんの元気をサポート！
～65歳からの
「元気アップ教室（運動教室）」～

ヘルシー講座のご案内

≪参加者の声≫
　・「毎週火曜日が待ち遠しく、参加して気分転換
　　ができ、また、身体にも心にも張りができまし
　　た。」
　・「教室に来るまではどんな人と一緒にするのか
　　心配でした。来てみて１回、１回が楽しくなり
　　終わりまで続きました。」
　・「何か前より動きやすい。」
　・「何かをしながらの、ながら体操でも教室で習
　　った運動をやっています。自分の体は自分でケ
　　アする気持ちが芽生えました。」　
　・「体にいいことはわかったが、少ししんどかった。」
　・「気分では張り切っていますが、体はなかなか
　　ついていきません。」
　　※来年度も、楽しく介護予防ができる『元気アッ
　　プ教室』を開催する予定です。
　　まずは、今年２月頃に
　　送付予定の基本チェッ
　　クリストに答えて、土
　　庄町地域包括支援セン
　　ターへ返信しましょう。
　
　【問い合わせ先】
　　土庄町地域包括支援センター
　　　☎62−1234

バランス能力や柔軟性が
向上した方が多い

胃 が ん
大腸がん

肺 が ん

子宮がん

乳 が ん

今年度と昨年度に町
の子宮がん、乳がん
検診を受けていない
人　（２年に１回）

検診時間 対　象　者 料　　金
1，400円

500円
レントゲン 400円
喀痰検査含1，200円

1，100円

40歳代　　2，100円
50歳以上　1，500円

今年度に町の胃がん、
大腸がん、肺がん検
診を受けていない人

8：30～10：30

13：00～14：00

13：45～14：30

12：45～
（時間予約制）

検診内容
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町役場企画課　☎62−7014

TopicsTown
11/30　土庄町人権フェスタ2013

Town Topics

　「じぶんが好き　なかまが好き　ふるさ
とが好き」をテーマに土庄町人権フェスタ
2013がフレトピアホールで開催されまし
た。
　午前中は町内園児、小学生、中学生によ
る作文や人権劇の発表があり、午後からは
土庄高等学校樽太鼓クラブによる演奏や、
土田光子さんによる講演「ここに生まれて
きてよかった」のほか、中学生による語り
合う学習「こころのつどい」を行いました。
　「こころのつどい」では、自分のことを語
り、友人の思いにつながることによって、
生徒自らが自分の心を見つめなおす場とな
りました。

　初冬の島路を一本のたすきでつなぐ小豆島の冬の風
物詩、第54回小豆島駅伝競走大会が行われました。
　今年は、島内から37チームが出場し、吉ケ浦から坂
手までの18．85キロ、８区間で熱い戦いを繰り広げま
した。
　晴天にも恵まれ、絶好のコンディションの中、この
日のためにチーム一丸となって練習を重ねてきた中学
生から一般の代表選手は、沿道の声援を受けながら、
力一杯それぞれの区間を駆け抜けました。

12/1　第54回小豆島駅伝競走大会
町内の功労賞受賞者

15回出場　須加田裕司
　　　　　 田村　桂一
　　　　　 奥田　健一
　　　　　 三 木　 務
10回出場　森本　陽一

総合順位

優　勝 
準優勝 
３位 
４位 
５位 
６位
７位 
８位 
９位 
10位

安 田 A  
苗 羽 A  
池 田 A  
坂 手 A  
草 壁 A  
土 庄 A  
大 鐸 A  
渕 崎 A  
池 田 B
安 田 B

Town Topics
12/1　土庄町消防団土庄分団千軒班

軽四輪消防積載車入魂式
　土庄町消防団土庄分団で
は戸形地区自治会をはじめ、
関係各所のご支援により、
軽四輪消防積載車を購入し、
12月１日に千軒公民館で入
魂式を行いました。
　今後は、軽四輪消防積載
車を土庄分団千軒班に配備
し、よりきめ細やかな防災
活動や消防活動を行い、安
心安全なまちづくりを目指
します。

Town Topics
第６回東アジア競技大会で
坂井麗華さん（小海出身）が銅メダルを獲得

　10月６日～15日に中国の天津で開催された第６回東
アジア競技大会のドラゴンボー
ト女子12名乗り200ｍの部で、
日本代表として参戦した坂井麗
華さん（小海出身）が銅メダルを
獲得しました。
　ドラゴンボートは、古代中国
で生まれた世界最古の手漕ぎ舟
の競漕といわれ、現在67の国と
地域で国際大会が開かれ、約5，
000万人の愛好者がいる人気沸
騰の水上スポーツです。 坂井麗華さん（中央）
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■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。

TopicsTown
12/11　年末年始の交通安全街頭キャンペーン

小豆２町交通安全母の会合同啓発パレード

　土庄町文化協会と土庄町教育委
員会の主催による第21回土庄町
音楽フェスティバルが中央公民館
大ホールで開催されました。
　この音楽フェスティバルは、町
内の音楽活動団体の発表の場の提
供と交流を通じて文化活動の推進
を図るために行われており、今年
は12組のグループが日頃の練習の
成果を披露しました。
　また、今年はサキソフォン奏者の浅野郁恵さんを迎え、
　「サンタが街にやってくる」などの演奏に、会場の皆さ
んは聴き入っていました。

12/8　第21回土庄町音楽フェスティバル
Town Topics

　今年の夏に大阪芸術大学附属大阪美術専門学校
の学生が研修旅行で小豆島を訪れ、小豆島の魅力
を様々な角度から描いたオリジナルの「観光ポス
ター」を制作しました。
　「観光ポスター秀作展」が
次のとおり開催されています。
感性豊かな学生の作品を、ぜ
ひご鑑賞ください。
期間：12月11日㈬～１月13日㈪（予定）
場所：高松ゆきフェリーきっぷ売り場　８作品
　　　土庄～高松航路フェリー内　　 12作品
　　　（第二しょうどしま丸）

Town Topics
小豆島とのしょう観光協会主催

観光ポスター秀作展

　土庄町交通安全母の会と土庄町老人クラブ連合会が
小豆警察署と連携して、年末年始の交通安全街頭キャ
ンペーンを小豆総合事務所前の国道436号線沿道で実
施しました。
　当日は、約50人が参加し、のぼりやハンドパネルを
持ち、ドライバーに安全運転の啓発を行ったほか、キ
ャンペーングッズの配布を行い
ました。
　また、キャンペーンと併せて、
小豆２町交通安全母の会合同啓
発パレードも行われ、安全運転
を呼びかけました。

12/6　土庄町商工会青年部による
土庄高校の総合学習授業

　土庄町商工会青年部による土庄高校の総合学習授
業が行われました。この授業は、土庄高校１、２年
生を対象に未来の小豆島や
地域振興について考え、小
豆島をより好きになっても
らおうと行われています。
　今回の授業では、１年生
が「小豆島の海」をテーマ
に小豆島の歴史や観光、航
路、漁業の現状のほか、豊
島の産廃問題について学習
しました。

12/14　土庄中央病院の現状に関する住民説明会
　土庄中央病院の現状に関する住民説明会
が、中央公民館で開催されました。
　説明会には約600人の住民が参加し、土
庄中央病院の現状がどうなっているのか、
抱えている問題や経緯などが説明され、町
内の主な団体の代表者で構成されている土
庄中央病院の現状を考える会（代表：谷久
浩一氏）の質問に対し、町や町議会がそれ
に答えました。
　また、住民の皆さまには土庄中央病院の
現状や新病院に対する厳しいご意見なども
いただきました。これを受け、町および町
議会は反省すべきところは大いに反省し、
住民の皆さまと一体となり、土庄中央病院
を守る決意をいたしました。

Town Topics
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☎62－0273
開館時間　午前９時～午後６時
　　　　　（水曜日は午後７時まで）
休 館 日　毎週月曜日、
　　　　　14日㈫、31日㈮

◦おりがみ教室
　１月11日㈯　10時　「指人形」
　２月８日㈯　10時　「おひなさま」
◦英　語　教　室
　１月15日㈬、２月５日㈬　10時
　　原書で読もう「赤毛のアン」
◦写　真　展「小豆島の自然」
　１月15日㈬～30日㈭　前田好弘氏
◦みんなであそぼっ !!
　１月18日㈯　10時　
　　「せつぶんの日をたのしむ」
◦放　哉　講　話
　　「放哉にと

●

り
●

つ
●

か
●

れ
●

た
●

記者がいた！」
　１月18日㈯　13時30分　
　　講師　森　克允氏
◦映　　画　　会
　１月19日㈰　14時　「幸せのちから」
◦古文書を読む会
　１月21日㈫、28日㈫、
　２月４日㈫　９時30分　
◦大人のおりがみ教室
　１月22日㈬　13時30分　「かめの入れ物」
◦朗読ワークショップ
　１月24日㈮　13時30分
◦松井良氏による
　講座「朗読と語ることについて」
　１月25日㈯　10時
◦読　　書　　会
　１月26日㈰　10時「おすすめの一冊」
◦贈り物の本展
　２月１日㈯～27日㈭
◦読書ボランティア講座（ブックトーク）
　２月２日㈰　10時

折々の京ことば
五　峰　の　鷹
存在しない小説
私のなかの彼女
書楼弔堂　破暁
カ　ク　メ　イ
妻が椎茸だったころ
デビクロくんの恋と魔法
三　陸　の　海
経済特区自由村
劇場版SPEC　結（クローズ）
楠　木　正　成
きつねの遠足
迷える四姉妹
終　　物　　語　上
うぶすな参り
二　都　騒　乱
未　　　　　決
赤ヘル1975
香　　　　　夜
櫛　挽　道　守
め　ぐ　り　糸
星の民のクリスマス
問いのない答え
ログ・ホライズン　3・4・5
風に立つライオン

堀　井　令以知
安　部　龍太郎
いとう　せいこう
角　田　光　代
京　極　夏　彦
新　野　剛　志
中　島　京　子
中 村　 航
津　村　節　子
黒　野　伸　一
西　荻　弓　絵
童　門　冬　二
石 田　 千
中　居　真　麻
西　尾　維　新
佐　伯　泰　英
佐　伯　泰　英
佐　伯　泰　英
重 松　 清
高　樹　のぶ子
木 内　 昇
青　山　七　恵
古谷田　奈　月
長 嶋　 有
橙　乃　ままれ
さ　だ　まさし

書　　　　　　　名 著　者

催 し も の

新 し い 本

　元「劇団四季」の団員で、現在は俳優業やレ
ポーターのほか、朗読活動をされている松井良
氏による朗読ワークショップ＆講座「朗読と語
ることについて」を開催します。
≪朗読ワークショップ≫
▷と　き／１月24日㈮　13時30分～
　　　　※事前の申し込みが必要です。
▷テーマ／朗読の仕方と声の発生方法について
≪朗読と語ることについて≫
▷と　き／１月25日㈯　10時～
▷語　り／藤沢周平作「山桜」

松井良氏による
朗読ワークショップ＆

講座「朗読と語ることについて」

▷と　き／２月２日㈰　10時～
▷ところ／中央図書館
▷内　容／読み聞かせ絵本の選書について
▷講　師／笹倉　剛氏
　　　　※日頃、子どもに読む絵本選びに迷っている方は
　　　　　ご参加ください。

読書ボランティア講座（ブックトーク）

　社債、未公開株の投資など架空話を
持ちかけ、お金をだまし取る投資詐欺
の被害が多発しています。
　典型的な手口は、Ａ社からパンフレ
ットが送付され、その後Ｂ社から代わ

りに申し込んでくれたら高値で買い取ると電話勧誘され代
金を支払うと、連絡が取れなくなるというものです。Ａ社
とＢ社がグルになり、複数の人間が登場し信用させだます
ものです。
　「高値で買い取る」とか「謝礼を払う」といった勧誘話
には、耳を貸さずきっぱりと断ることが大切です。

くらしのワンポイントアドバイス

劇場型勧誘「買え買え詐欺」が多発！
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１ 定月 予事行の １月10日～２月９日

◆　子育て支援センター　◆
１月16日　
21日　
23日　

24日　
28日　

２月４日　
７日　

◦愛の園保育所園庭開放日10：00
◦リズムで遊ぼう	 10：30
◦親と子の出前歯科検診・歯科相談
　（要予約）	 10：00
◦助産師のほっと相談室		 9：30
◦誕生会（要予約）	 10：30
◦ピョ〜ンと遊ぼうタイム	10：30
◦ぴよぴよスクール
　「乳幼児の食事について」10：00
　◦絵本の読み聞かせ会
　　（図書館職員）	 10：30

毎週水曜日

◦配食型老人給食サービス
　　北浦公民館	 	 8：00

◦「みそ作り教室」
　　戸形公民館	 	
◦渕崎老人大学
　「生き生き健康体操」
　　渕崎公民館	 13：30

◦北浦地区文化展
　　北浦公民館	 9：00
◦渕崎地区三世代交流イベント
　「第７回渕崎ふれあいまつり」
　　中央公民館	 9：00
◦渕崎地区卓球大会
　　フレトピアホール	 9：20

◆　公 民 館　◆
１月18日

　

24日

２月８日

９日

◆　主な行事　◆
１月12日

　19日

26日

◦土庄町成人式
　　中央公民館	 12：50
◦土庄町民ソフトバレーボール大会
　　フレトピアホール	 	 8：30
◦土庄町婦人会運動会
　　フレトピアホール	 	 9：30
◦男性料理教室
　「とのしょうメンズキッチン」
　　働く婦人の家	 10：00

今月の納税
町民税・県民税…第４期分
国民健康保険税…第４期分
後期高齢者医療保険料…第７期分

納期限　１月31日㈮
※納付には便利で確実な口座振替を
　ご利用ください！

毎月19日は
「かがわ食育の日」
朝ごはんを食べましょう！

◆　やすらぎプラザ　◆

◦いきいきヘルス教室
　（要予約）	 13：15
◦３歳児健診
　（H22年8月〜10月生まれ）	 13：00
◦２歳児歯科健診
　（H23年11月〜12月生まれ）	13：00
◦歯みがき教室
　（H23年9月〜10月生まれ）	 13：30
◦子育て相談日
　（妊婦〜子ども）	 10：00
◦すこやかルーム
　（H25年11月生まれ）	 13：15
◦ヘルシー講座
　（要予約）	 9：30
◦からだとこころの相談室
　（要予約）	 9：30
◦妊産婦・成人歯科検診
　（要予約）	 13：00

　16日

23日

　
24日

　
27日

２月４日

６日

１月15日・22日・29日・２月５日

◆　相 談 案 内　◆
◦心配ごと相談および交通事故相談

　　総合福祉会館
◦年金相談
　　中央公民館

13：00〜15：00
２月５日㈬
10：00〜15：00

１月21日㈫、２月４日㈫

　年齢を問わずに楽しみながら、誰でも気軽にプ
レーできるソフトバレーボール。ぜひご参加くだ
さい。
と　　き／１月19日㈰　８時30分～
と こ ろ／フレトピアホール
参加資格／町内に在住もしくは、勤務されている方
　　　　　大会運営全般に協力できるチーム
参 加 料／１チーム　２００円（保険料）
部　　門／一般の部・女性の部
申込期限／１月14日㈫　17時まで
申込・問い合わせ先／
　町教育委員会事務局
　生涯学習課
　　☎62−7013

『男子おおいに厨房に入るべし！』
　ヘルシーな手作りのお料理で健康的な食生活を送
りたいですね。今年はご要望の多かったイタリアン
に挑戦します。皆さまのご参加をお待ちしています。
と　　き／１月26日㈰　10時～13時
と こ ろ／働く婦人の家２階　調理室
内　　容／伝授！食材を生かした
　　　　　　　　イタリアンのヘルシー献立！
講　　師／横山正樹さん
対 象 者／町内に在住もしくは、勤務されている男性
募集人員／16名（先着順、定員になり次第締め切り）
参 加 料／１，０００円
準 備 物／エプロン、筆記用具
主　　催／土庄町男女共同参画推進委員会
申込・問い合わせ先／町役場人権対策課　
　　　　　　　　　　　☎62−7015

第15回土庄町民
ソフトバレーボール大会参加チーム募集

男性料理教室
「とのしょうメンズキッチン」参加者募集

25日・26日

20日〜31日



Ｈ26．115 14

ります。
▷とき／１月18日㈯　

　　　　13時30分（約２時間）
▷ところ／イマージュセンター
　（小豆島町農村環境改善センター）
　※事前に申込みが必要です。
　※申込用紙は、各地区公民館また
　　は町役場農林水産課に備え付け
　　ています。
▷問い合わせ先／町役場農林水産課
               　　　   ☎62−7007

　後見制度の担い手を考える
シンポジウム

～市民後見人を中心として～
　成年後見制度の概要を理解してい
ただくと共に、小豆島における担い
手の問題を考えます。成年後見制
度・市民後見人について理解を深め
たいとお考えの方は、ぜひご参加く
ださい。
▷とき／２月７日㈮

　　　　13時30分～16時
▷ところ／オリーブ公園 
　　　　　オリーブ記念館大研修室
　※入場無料ですので、当日どなた
　　でもお越しください。
▷講演／高松家庭裁判所土庄出張所
　　　　裁判所書記官　久本裕之氏
▷パネルディスカッション／
　　（パネラー）
　　　　坂出市市民後見人
　　　　坂出市社会福祉協議会
　　　　坂出市成年後見センター

　　　　　　副 所 長　吉田典子氏
　　　　琴平町社会福祉協議会
　　　　　　事務局長　越智和子氏
▷主催／一般社団法人後見センター・
　　　　小豆島スタイル
▷問い合わせ先／
　一般社団法人後見センター・小豆
　島スタイル　（担当：竹迫）
　　☎75−0990

　国の教育ローンのご案内
　「国の教育ローン」は、高校、短
大、大学、専修学校、各種学校や外
国の高校、大学などへの入学時・在
学中にかかる費用を対象とした公的
な融資制度です。
　【融資額】
　学生・生徒１人につき300万円以内
　【利率】
　年2．35％
※母子家庭または世帯年収（所得）
　200万円（122万円）以内の方は
　年1．95％
　（固定金利、平成25年11月11日
　現在）
　【返済期間】
　15年以内
※交通遺児家庭、母子家庭の方また
　は世帯収入（所得）200万円（122万
　円）以内の方は18年以内
　【問い合わせ先】
　教育ローンコールセンター
　　☎0570−008656 (ナビダイヤル)
　　☎03−5321−8656

　自動車事故の被害者援護制度
　独立行政法人自動車事故対策機構
では、自動車事故により介護を必要
とする重度後遺症障害者への介護料
の支給や交通遺児等に対する育成資
金の貸付を行っています。
　【介護料支給】
▷対象者／
　（常時介護）　
　自賠責認定等級
　　「第1級1号」または「第1級2号」
　旧自賠責認定等級
　　「第1級3号」または「第1級4号」
　（随時介護）
　自賠責認定等級
　　「第2級1号」または「第2級2号」
　旧自賠責認定等級
　　「第2級3号」または「第2級4号」
▷金額／
　29，290円～136，880円（月額）
　※介護保険法などによる給付を受
　　けた場合は、対象外になります。
　【交通遺児等（育成資金）貸付】
▷対象者／自動車事故による交通遺
　　　　　児等で中学生までの方
▷貸付金／
　一時金（初回のみ）　155，000円
　月　額　　　　　　　20，000円
　入学支度金（小・中学校入学時）
　　　　　　　　　　　44，000円
▷問い合わせ先／
　独立行政法人自動車事故対策機構
　高松主管支所　被害者援護担当
　　☎087−851−6963

　平成22年12月に閣議決定された第３次男女共同参画基本計画では「男性、子どもにとっての男女共同
参画」が新たに重点分野として盛り込まれています。多様な生き方を尊重して、すべての人があらゆる
場面で活躍できる男女共同参画社会が実現すれば、男性にとっても暮らしやすい社会になります。
　高齢化が進む中で、親の介護が必要になった時や自分自身が高齢期に差しかかった時に孤立するなど
男性自身にかかわる課題に対応するためには、男性が仕事だけでなく、家庭や地域生活にも積極的に参
画していくことが必要です。また、労働人口が減少する中で、持続的な経済成長実現のためには女性の
活躍が不可欠となっており、男性の育児や介護への参画はそのような観点からも重要です。
　生計を担う役割を持つ男性は、長時間労働により育児や介護に参加できなくなっている場合が多く、
仕事と生活の調和やワークライフバランスの実現を阻害する原因になっています。これは長時間労働を
する男性個人の問題ではなく、職場全体、社会全体の問題として考えていかなければなりません。

土庄町男女共同参画推進委員会

男性にとっての男女共同参画
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区　分 11月 １月からの累計

発生件数
死亡者数
負傷者数

52件
　　0人
64人

4件
0人
4人

人　口
　男
　女
世帯数

14,321
6,639
7,682
6,165

△ 37
△ 10
△ 27
△ 12

△265
△115
△150
△ 30

区　分 前月比 前年比

出 生 4
死 亡 27
転 入 18
転 出 32

11月の動き12月１日

救　　急　
出動件数　51件
搬送人員　50人

町内の救急・火災概況（11月分）

火　　災　
出火件数　　 0件
焼損面積 0㎡

人　　口
　　男
　　女
世　帯　数

29,760
13,925
15,835
12,794

14,321
6,639
7,682
6,165

15,439
7,286
8,153
6,629

12月１日 土庄町 小豆島町小豆郡

お 知 ら せ

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

講演・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

相談・教室

選　　　挙

講座・教室

相談・講座

教育支援センターからご案内

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

講演・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

相談・教室

選　　挙

講座・教室

相談・講座

　小豆総合事務所から
相談のご案内

　相談は予約制となっていますので、
希望される方は事前にご予約くださ
い。
●こころの悩み相談
　専門医がこころの悩みや不安に関
する相談に応じます。
▷とき／２月６日㈭

　　　　14時30分～16時10分
●思春期相談
　専門医が思春期の子どものこころ
の健康に関する相談に応じます。

案内板
Information

▷とき／１月21日㈫
　　　　14時30分～16時10分

●家族相談
　こころの病気を支える方の家族同
士で話し合ってみませんか。
▷とき／１月24日㈮

　　　　　14時～15時30分
▷ところ／池田保健センター

　　　　　　保健指導室
▷問い合わせ先／
　　　小豆総合事務所保健福祉課
　　　　☎62−1373

　「相続登記はお済みですか月間」
司法書士無料相談会

▷とき／２月１日㈯　10時～15時
▷ところ／イマージュセンター
　（小豆島町農村環境改善センター）
▷相談内容／相続相談、登記相談、
　　　　　　その他身近な法律相談
　※予約は不要ですので、直接会場
　　にお越しください。
▷問い合わせ先／
　　香川県司法書士会
　　　☎087−821−5701

お 知 ら せ

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

講演・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

相談・教室

選　　　挙

講座・教室

相談・講座

教育支援センターからご案内

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

講演・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

相談・教室

選　　挙

講座・教室

相談・講座

小豆地区広域行政
事務組合職員募集

区　　分

募 集 人 員

応 募 資 格
　（各職共日本国
　籍を有し、地
　方公務員法第
　16条に該当し
　　　ないこと）

①60歳未満の方（定年が60歳） 
②高校を卒業した方または平
　成26年３月31日までに卒業
　見込みの方
③普通自動車運転免許を有す
　る方または採用予定日まで
　に取得見込みの方  

①申込書（指定のもの）
②履歴書（指定のもの）
③自動車運転免許証の写し
④最終卒業学校の卒業証明書
　または卒業見込証明書
　（卒業証書の写し可）

２月上旬頃
（別途通知）

１月６日㈪

４月１日㈫

１月14日㈫から28日㈫までの
平日午前９時から午後５時まで
（郵送の場合は期間内必着）

小豆地区広域行政事務組合事務局
☎62−6565

申 込 書 類

申 込 期 間

第 １ 次 試 験
日 時・ 場 所

申 込 書 類
請 求 開 始 日

採用予定年月日

申　込　・
問 い 合 わ せ 先

　小豆島老人ホーム調理員 
（臨時的任用職員）

２　　名

　第19回高齢者や障害者の
あんしん相談会

▷とき／１月18日㈯
　　　　13時30分～16時30分

▷ところ／高松テルサ
　　　 　（高松市屋島西町2366−1）
▷対象者／高齢者、障害者、
　　　　　その家族および関係者
▷相談方法／個別相談
▷相談料／無料（予約不要）
▷相談員／司法書士、社会福祉士、
　精神保健福祉士、日常生活自立支
　援事業専門員（社協専門員）
▷問い合わせ先／
　　　　香川県社会福祉協議会
　　　　　☎087−861−8883

　四国一斉！法務局休日相談所
　高松法務局では、行政サービスの
向上を図ることを目的として、休日
に相談所を開設し、日常生活の様々
な困りごとに関するご相談を無料で
お受けします。
▷とき／１月26日㈰　10時～15時
▷ところ／高松丸亀町壱番街東館４階
     　　     「丸亀町レッツホール」

　　　 （香川県高松市丸亀町1−1）
▷相談内容／
　不動産登記、法人登記、戸籍、国
籍、供託、人権、公証関係
▷相談担当者／
　高松法務局職員、司法書士、土地
家屋調査士、人権擁護委員、公証人
▷申込期間／１月６日㈪～24日㈮

　９時～17時
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
　※原則予約制。申込者多数の場合
　　は期間内であっても締め切る場
　　合があります。

　※当日、予約のない方もご相談を
　　お受けしますが、多少お待ちい
　　ただく場合があります。
▷申込・問い合わせ先／
      高松法務局民事行政調査官室
　　　☎087−821−6342

　かがわ若者サポートステーション
「就職・進路」無料個別相談会
▷とき／１月16日㈭、２月20日㈭、
　　　　３月20日㈭　13時～17時
▷ところ／小豆総合事務所

　　　　　東館２階会議室
▷対象者／15歳から39歳までの方
　　　　　またはその保護者
　※事前予約の方を優先します。
　※当日参加も受け付けます。
▷内容／就労や進路に関する個別相
　　　　談、職業適性診断
▷相談員／かがわ若者サポートステ
　　　　　ーション相談員
▷申込・問い合わせ先／
　かがわ若者サポートステーション
　　☎087−811−5388
　　　月～金曜日(祝日を除く)
　　　　　　９時30分～17時30分

お 知 ら せ

ス ポ ー ツ

教室・相談
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映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

講演・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

相談・教室

選　　　挙

講座・教室

相談・講座

教育支援センターからご案内

ス ポ ー ツ

教室・相談

シンポジウム

映　　　画

教室・講座

イ ベ ン ト

教 　 　 室

相　　　談

募　　　集

健 　 　 診

スポーツ・イベント

講演・イベント

イベント・教室

教室・セミナー

相談・教室

選　　挙

講座・教室

相談・講座

　小豆地区ヌートリア被害
対策研修会

　これまで被害報告のなかった地域
でヌートリアによる農作物被害が発
生しています。
　ヌートリアは狩猟免許がなくても、
適切な捕獲と安全に関する講習を受
けていただくことで捕獲が可能にな
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豊 島 公 民 館
大 部 公 民 館
戸 形 公 民 館
渕 崎 公 民 館
土庄中央病院
中 央 図 書 館

子育て支援センター
総合福祉会館
フレトピアホール

168−2050
167−2050
162−0108
162−5990
162−1211
162−0273
162−5990
162−2700
162−7077

健 康 増 進 課
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局
　教育総務課
　生涯学習課
中 央 公 民 館
大 鐸 公 民 館
北 浦 公 民 館
四 海 公 民 館

162−1234

162−7012
162−7013
162−0238
162−0704
165−2050
164−5050

商 工 観 光 課

出　　納　　室

建　　設　　課

農 林 水 産 課

水　　道　　課

人 権 対 策 課

議 会 事 務 局

162−7004

162−7005

162−7006

162−7007

162−7009

162−7015

162−7011

総　　務　　課
企　　画　　課
　少子化対策室
税　　務　　課
債 権 管 理 室
福　　祉　　課
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票
　衛　生・環　境

162−7000

162−7014　
162−7001
162−7016
162−7002
　
162−7003
162−7010

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！

　

12
月
22
日
、
新
町
長
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
１
月
21
日
を

も
っ
て
私
は
退
任
い
た
し
ま
す

の
で
、
今
回
が
私
の
最
後
の
町

長
室
だ
よ
り
で
す
。

　

こ
の
８
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
様
々
な
課
題
や
問

題
に
直
面
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
き
な
事
業
も
多
く
あ
り
、
土

庄
中
学
校
の
建
て
替
え
、
小
学

校
の
再
編
、
土
庄
港
の
整
備
、

光
通
信
回
線
の
開
設
、
消
防
署

の
建
て
替
え
な
ど
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
す
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
宝
く
じ
助
成
に
よ
る
自
治

会
館
や
公
民
館
の
新
築
事
業
も

毎
年
行
い
、
私
が
８
年
前
に
申

し
て
お
り
ま
し
た
「
福
祉
」「
教

育
」「
環
境
」「
地
域
振
興
」、
こ

の
４
つ
の
柱
を
軸
に
進
め
て
き

た
施
策
も
お
お
む
ね
形
に
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

た
だ
、
土
庄
中
央
病
院
に
関

す
る
課
題
が
志
半
ば
で
あ
り
、

年
始
の
ご
挨
拶
に
あ
り
ま
す
と

お
り
、
新
町
長
に
は
私
の
想
い

を
確
実
に
引
き
継
い
で
も
ら
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
住

民
と
行
政
と
議
会
が
一
体
と
な

っ
た
地
域
医
療
、
地
域
づ
く
り

を
積
極
的
に
進
め
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た

め
、
私
の
想
い
に
新
町
長
の
想

い
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
自
助
、

互
助
、
公
助
の
精
神
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
力
が
主
体
的
に
発
揮
さ
れ
る

社
会
を
構
築
し
、
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
私
は
退
任

と
な
り
ま
す
が
、
住
民
の
一
人

と
し
て
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
各
位

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
土

庄
町
の
更
な
る
発
展
と
住
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま

す
。

　

８
年
間
、

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

退
任
に
あ
た
り

11
月
21
日
〜
12
月
20
日
受
付（

敬
称
略
）

◎
掲
載
を
辞
退
さ
れ
る
方
は

　届
出
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

人
の
動
き

★
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

出
生
児

届
出
人

地
区

お
め
で
と
うご

ざ
い
ま
す

健　

吾

　

薫

　

豊
博　

敏

大
木
戸

赤
穂
屋

小　

江

琴　

塚

金　

岡　

紗さ

里り

奈な

島　
　
　
　
　

蒼あ
お
い

山　

本　

大た
い　

誠せ
い

岡　

㟢　

誠ま
さ　

也や

　渕崎小学校の５年生37人が渕崎老人大学の方と
一緒に門松作りに挑戦し、直径60センチ、高さ２
メートルのジャンボ門松と直径35センチ、高さ1．5
メートルの小ぶりな門松を完成させ、正面玄関前
や児童玄関前に飾りました。
　また、四海地区では、「親子でしめ飾りづくり」
が行われ、参加した子どもたち16人は地域の方に
作り方を教わりながら、親子で大小さまざまなし
め飾りを作っていました。

表紙の紹介

●
お
く
や
み

ご
め
い
ふ
く
をお祈

り
し
ま
す

氏

　
　名

年
齢

届
出
人

地
区

髙　
橋　

弘　
子

髙　
橋　

宏　
司

三　
枝　

信　
子

笠　
井　
フ
サ
子

池　

本　
　

博

森　
本　
ミ
ヤ
子

中　
塚　

一　
義

堀　
　

萬　

市

佐　
伯　
シ
ズ
ヱ

西　
本　

辰　
司

石　
井　

一　
正

植　
松　

照　
子

丸　
西　

兌　
和

山　
口　

チ　
イ

��������������

博　

文

宏　

樹

明　

洋

　

勝
隆　

一

義　

輝

山
岡
賢
三

中
野
一
枝

正　

行

修　

一

伸　

郎

作　

治

美
智
子

俊　

德

保
土
喜
崎

大
木
戸

大
木
戸

大
木
戸

廻
り
池

淵
崎
西

上　

庄

川　

西

肥
土
山

長　

浜

滝　

宮

甲　

生

田　

井

向　

町


